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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  循環水処理機能を有し、洗濯が終了した水を凝集容器に排出し、凝集処理後、ろ過容器
でろ過し、その後、洗濯機の洗濯槽に排出してすすぎを行い、該処理過程をすすぎが完了
するまで繰り返し循環する洗濯機の制御方法であって、最後の回のすすぎ過程で、循環処
理水の凝集段階で生じる凝集物を排出し、すすぎが完了すると、すすぎ水を利用して凝集
容器を洗浄するように制御すること、および、
  凝集容器を洗浄した後の汚れた水がろ過容器に排出され、ろ過容器から排出されること
を特徴とする、洗濯機の制御方法。
【請求項２】
  すすぎ水による凝集容器の洗浄が完了すると、水道水を取水してろ過容器を洗い流すこ
とを特徴とする、請求項１に記載の洗濯機の制御方法。
【請求項３】
  水の凝集処理の過程が、まず定量の凝集剤を投入し、その後、水道水を取水して定量の
凝集剤を凝集容器に流入させ、設定時間撹拌した後、設定時間静置して分離させ、下層の
凝集物が少ないきれいな水をろ過容器に導入し、上層の凝集物を凝集容器内に集め、最後
の回のすすぎ過程で、凝集物を排出することを特徴とする、請求項１に記載の洗濯機の制
御方法。
【請求項４】
  水を循環処理する過程において、凝集容器内の凝集物が設定した上限を超えていること
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を検出した場合、まず当該回の凝集を完了し、凝集物を排出してから次の回の水の凝集処
理を行うことを特徴とする、請求項１に記載の洗濯機の制御方法。
【請求項５】
  凝集物を排出するとき、排出しながら撹拌し、排出が終了すると停止することを特徴と
する、請求項１または３または４に記載の洗濯機の制御方法。
【請求項６】
  処理後の水を洗濯槽に導入するたびに、測定水位および設定水位の比較に基づいて、水
道水を給水する必要があるかどうかを判断することを特徴とする、請求項１に記載の洗濯
機の制御方法。
【請求項７】
  洗剤投入量、洗濯取水量、および各回の凝集処理の水量に基づいて、当該回の水の凝集
処理で必要な凝集剤投入量を計算することを特徴とする、請求項３に記載の洗濯機の制御
方法。
【請求項８】
  静置、分離後、下層の凝集物が少ないきれいな水をろ過容器に排出し、静置時間は既定
値により固定するか、または凝集剤投入量および凝集水量に基づいて算出するか、または
濁度を測定して得られることを特徴とする、請求項３に記載の洗濯機の制御方法。
【請求項９】
  洗濯槽、凝集容器およびろ過容器を含み、管路を介して順番に洗濯槽、凝集容器、ろ過
容器から再び洗濯槽まで循環して通じる請求項１～８のいずれか１項に記載の制御方法を
備えた洗濯機であって、
  凝集容器に、撹拌して凝集剤の溶解を速める撹拌機構と、凝集容器の内壁を洗い流して
洗浄する洗浄機構とが設けられ；
  ろ過容器内に、回転可能なろ過機構と、取水水流を利用して、ろ過機構を噴射洗浄する
ろ過自動洗浄機構とが設けられ；
  前記ろ過容器に、洗濯槽と通じるろ過出水口と、洗浄水を排出する放出口とが設けられ
、凝集容器がろ過容器と通じ、凝集容器を洗浄した洗浄水はろ過容器に排出され、その後
、ろ過容器の放出口から排出されることを特徴とする、洗濯機。
【請求項１０】
  前記撹拌機構が、凝集容器の外部に取り付けられる撹拌モータと、凝集容器の内部に延
伸する撹拌軸と、撹拌軸に取り付けられる撹拌インペラとを含み、前記洗浄機構が、取水
を凝集容器の内壁方向に放つ放水インペラを含み、前記放水インペラが撹拌軸に同軸に取
り付けられることを特徴とする、請求項９に記載の洗濯機。
【請求項１１】
  前記撹拌インペラの湾曲方向が、撹拌過程で撹拌軸が回転する方向と反対であることを
特徴とする、請求項１０に記載の洗濯機。
【請求項１２】
  前記凝集容器内に、取水を放水インペラ上に誘導する水誘導溝が設けられることを特徴
とする、請求項１０または１１に記載の洗濯機。
【請求項１３】
  前記ろ過機構が、筒形のろ過タンクと、ろ過タンクに設けられるろ過ネットとを含み、
ろ過タンクの両端はろ過容器の旋回軸と接続され、その一端が回転コネクタであり、もう
一端は軸が密封されることを特徴とする、請求項９に記載の洗濯機。
【請求項１４】
  前記ろ過機構の回転軸の方向および水平面が傾斜夾角α（０≦α≦３０°）を有するこ
とを特徴とする、請求項１３に記載の洗濯機。
【請求項１５】
  前記ろ過容器に、凝集容器と通じるろ過取水口と、ろ過後の水を排出するろ過出水口と
、洗浄廃水を外部に排出する放出口とが設けられ、ろ過出水口がろ過機構の回転コネクタ
と通じることを特徴とする、請求項１３に記載の洗濯機。
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【請求項１６】
  前記ろ過自動洗浄機構が噴射ヘッドを含み、噴射ヘッドがろ過容器上に取り付けられ、
噴水方向がろ過機構の表面に作用し、ろ過機構を回転させることを特徴とする、請求項１
３または１４または１５に記載の洗濯機。
【請求項１７】
  前記ろ過自動洗浄機構がろ過タンク表面に設けられるブレードをさらに含み、ブレード
を噴射ヘッドの噴水方向に対応して設置することにより、水流がろ過タンクを回転させる
動力が伝達されることを特徴とする、請求項１６に記載の洗濯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は洗濯機分野に関し、具体的に循環節水洗濯機および制御方法であり、特に凝集
、ろ過による水の循環処理機能を備えた洗濯機および制御方法である。
【背景技術】
【０００２】
　人々の生活レベルの向上に伴い、洗濯機はすでに日常生活において主要な家電の１つと
なっている。洗濯機の衣類洗浄過程は、主に洗濯、すすぎ、脱水の数段階を含み、洗濯機
は洗濯段階で取水し、洗剤により衣類を洗濯する。すすぎ段階に入ると、汚れおよび残っ
た洗剤を洗い落とすために、より多くの水を取水するか、またはすすぎ回数をより多くし
て衣類をすすぐ必要があり、これは必然的に大量の水資源を消費する。たとえ節水のドラ
ム式洗濯機であっても、衣類をすすぐために、少なくとも２回すすぐ必要があり、この過
程で少なくとも３０Ｌ以上の水道水を消費する。時には、衣類の汚れが比較的少ないか、
または投入する洗剤が比較的少なく、２回できれいにすすぐことができるが、ユーザが３
回のすすぎを選択することにより、必然的に水資源の浪費が引き起こされる。例えば６Ｋ
ｇの全自動洗濯機は、一般的に２回のすすぎを行うと、基本的に１００リットル前後の水
を使用する。いかにして衣類を洗浄するのと同時に、節水節電を行うかということは、常
に消費者が関心を寄せる焦点の１つである。
【０００３】
　現在まで、家庭用洗濯機に組み合わせて使用する、水の浄化および循環利用装置はいま
だない。たとえいわゆる節水機能を備えた洗濯機であっても、一般的に洗濯機の側部に貯
水タンクを取り付けたものである。水ポンプを使用して注水および排水を行い、一般的に
１回の注水ですすぎを３回行うことができ、節水機能を示す。しかし、洗濯後の水を保存
することができず、さらに洗濯機本体の構造を複雑、膨大にし、輸送、回収処理などに不
利である。体積、構造および適応性などの面の制限により、洗濯機が元々有する機能およ
び節水タンク自体の機能に影響を及ぼしている。既存の洗濯機の方式を基に、より良好に
水資源の節約を行うため、多くのメーカが多くの研究開発を行っている。
【０００４】
　既存の水循環機能を備えた洗濯機は、糸くずをろ過する、洗濯を均一にする、またはオ
ゾン、重金属イオンを添加して殺菌する、などの作用を示すのみである。水の消費量を改
善することはできず、洗浄についての根本的な向上はない。
【０００５】
　衣類洗浄水の循環利用について、関連する特許文献を調べると、中国特許出願番号第２
００８１００７２４２０．５号の「洗濯機の循環水使用節水装置」は、衣類洗浄水を１つ
の水槽内に送り込み、浄化処理を行う。該発明では、１回目の衣類洗浄水は浄化せずに直
接排出し、２回目、３回目のすすぎ水を浄化処理した後、後に次回の衣類洗浄時に使用す
る。
【０００６】
　上記技術における「循環水使用技術」は、すすぎ水を浄化後に使用する。該技術は、１
回目の衣類洗浄水（初回の洗濯水）を循環利用することができない。浄化後の水を後に次
回の衣類洗浄でも使用するものであり、進行中の衣類洗浄時に使用することはできない。
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【０００７】
　既存の水を凝集処理する技術は多くが工業で用いられ、装置は比較的大きく、水処理、
特に水道水の処理に対する要求は比較的厳しい。洗濯機は衣類を洗濯し、粉末洗剤、洗剤
などの洗濯用添加剤を処理する必要があるのみであるため、直接既存の大型装置を縮小し
て使用するにはコストが比較的高く、その必要もない。したがって、コストを低下させ、
洗濯水の循環使用を実現することができる水の凝集処理装置の研究が必要である。他に、
水の凝集処理装置の衛生面を保持するために、これを洗浄する必要もある。
【０００８】
　このことを考慮して、特に本発明を示す。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】中国特許出願番号第２００８１００７２４２０．５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明が解決しようとする技術的問題は、既存技術の不足を克服し、凝集、ろ過技術を
利用して水を循環処理する洗濯機の制御方法を提供することである。
【００１１】
　本発明のもう１つの目的は、該洗濯機の制御方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記技術的問題を解決するため、本発明で採用する技術案の基本的構想は次の通りであ
る。洗濯機の制御方法において、該洗濯機は循環水処理機能を有し、洗濯が終了した水を
凝集容器に排出し、凝集処理後、ろ過容器でろ過し、その後、洗濯機の洗濯槽に排出して
すすぎを行う。該処理過程をすすぎが完了するまで繰り返し循環し、最後の回のすすぎ過
程で、循環処理水の凝集段階で生じる凝集物を排出し、すすぎが完了すると、すすぎ水を
利用して凝集容器を洗浄するように制御する。
【００１３】
　さらに、凝集容器を洗浄した後の汚れた水がろ過容器に排出され、ろ過容器から排出さ
れる。
【００１４】
　さらに、すすぎ水による凝集容器の洗浄が完了すると、水道水を取水してろ過容器を洗
い流す。
【００１５】
　さらに、水を凝集処理する過程は、まず定量の凝集剤を投入し、その後、水道水を取水
して定量の凝集剤を凝集容器に流入させる。設定時間撹拌した後、設定時間静置して分離
させ、下層の凝集物が少ないきれいな水をろ過容器に導入する。上層の凝集物を凝集容器
内に集め、最後の回のすすぎ過程で、凝集物を排出する。
【００１６】
　さらに、水を循環処理する過程において、凝集容器内の凝集物が設定した上限を超えて
いることを検出した場合、まず当該回の凝集を完了し、凝集物を排出してから次の回の水
の凝集処理を行う。
【００１７】
　さらに、凝集物を排出するとき、排出しながら撹拌し、排出が終了すると停止する。
【００１８】
　さらに、処理後の水を洗濯槽に導入するたびに、測定水位および設定水位の比較に基づ
いて、水道水を給水する必要があるかどうかを判断する。
【００１９】
　さらに、洗剤投入量、洗濯取水量、および各回の凝集処理の水量に基づいて、当該回の
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水の凝集処理で必要な凝集剤投入量を計算する。
【００２０】
  さらに、静置、分離後、下層の凝集物が少ないきれいな水をろ過容器に排出する。静置
時間は既定値により固定するか、または凝集剤投入量および凝集水量に基づいて算出する
か、または濁度を測定して得られる。

【００２１】
　本発明の前記洗濯機は、洗濯槽、凝集容器およびろ過容器を含み、管路を介して順番に
洗濯槽、凝集容器、ろ過容器から再び洗濯槽まで循環して通じる。
　凝集容器に、撹拌して凝集剤の溶解を速める撹拌機構と、凝集容器の内壁を洗い流して
洗浄する洗浄機構とが設けられる。
　ろ過容器内に、回転可能なろ過機構と、取水水流を利用して、ろ過機構を噴射洗浄する
ろ過自動洗浄機構とが設けられる。
　前記ろ過容器に、洗濯槽と通じるろ過出水口と、洗浄水を排出する放出口とが設けられ
る。凝集容器はろ過容器と通じ、凝集容器を洗浄した洗浄水はろ過容器に排出され、その
後、ろ過容器の放出口から排出される。
【００２２】
　さらに、前記撹拌機構は、凝集容器の外部に取り付けられる撹拌モータと、凝集容器の
内部に延伸する撹拌軸と、撹拌軸に取り付けられる撹拌インペラとを含む。前記洗浄機構
は、取水を凝集容器の内壁方向に放つ放水インペラを含み、前記放水インペラは撹拌軸に
同軸に取り付けられる。
【００２３】
　撹拌インペラは撹拌軸の底端に取り付けられ、放水インペラは撹拌軸の撹拌モータに近
い位置に取り付けられる。取水して凝集容器を洗浄するとき、撹拌モータは高速で放水イ
ンペラを回転させる。放水インペラの回転遠心力の作用により、取水を一定速度で凝集容
器の内周壁に放ち、洗浄する。放水範囲を拡大するため、撹拌モータを制御して様々な回
転速度で段階的に動作させる。
【００２４】
　さらに、前記撹拌インペラの湾曲方向は、撹拌過程で撹拌軸が回転する方向と反対であ
る。
【００２５】
　さらに、凝集容器内に、取水を放水インペラ上に誘導する水誘導溝が設けられる。
【００２６】
　さらに、前記凝集容器に凝集取水口、凝集剤投入口、および凝集出水口が設けられ、凝
集取水口は洗濯槽と通じる。凝集出水口はろ過容器のろ過取水口と通じ、該凝集出水口は
、凝集水をろ過容器内に排出する凝集水の出口であり、洗浄水をろ過容器内に排出する洗
浄水の出口でもある。
【００２７】
　さらに、前記ろ過機構は、筒形のろ過タンクと、ろ過タンクに設けられるろ過ネットと
を含む。ろ過タンクの両端はろ過容器の旋回軸と接続され、その一端は回転コネクタであ
り、もう一端は軸が密封される。
【００２８】
　さらに、前記ろ過機構の回転軸の方向および水平面は傾斜夾角α（０≦α≦３０°）を
有する。
【００２９】
　さらに、前記ろ過容器に、凝集容器と通じるろ過取水口と、ろ過後の水を排出するろ過
出水口と、洗浄廃水を外部に排出する放出口とが設けられ、ろ過出水口はろ過機構の回転
コネクタと通じる。
【００３０】
　さらに、前記ろ過自動洗浄機構は噴射ヘッドを含み、噴射ヘッドはろ過容器上に取り付



(6) JP 6344580 B2 2018.6.20

10

20

30

40

50

けられ、噴水方向がろ過機構の表面に作用し、ろ過機構を回転させる。
【００３１】
　さらに、前記ろ過自動洗浄機構は、ろ過タンク表面に設けられるブレードをさらに含む
。ブレードを噴射ヘッドの噴水方向に対応して設置することにより、水流がろ過タンクを
回転させる動力が伝達される。
【００３２】
　さらに、本発明の洗濯機は、凝集剤定量自動投入装置をさらに含む。洗濯水量および洗
濯／すすぎ水の混濁度に基づいて、凝集処理するたびに、対応する比率の凝集剤が自動投
入される。凝集剤がタブレット状である場合、既存のタブレット状洗剤の自動投入構造を
採用することができる。凝集剤が顆粒または粉状である場合、既存技術の定量投入構造を
採用する。
【発明の効果】
【００３３】
　上記技術案を採用すると、本発明は既存技術と比較して以下の有益な効果を有する。
【００３４】
　１、凝集容器およびろ過容器はいずれも自動洗浄を実現し、手動で掃除する工程が省か
れ、自動化の程度が上昇した。構造は簡単であり、生産コストを節約することができる。
　２、取水を利用して、凝集容器の内壁に放水して洗浄し、さらに取水を利用してろ過機
構を洗い流す。構造は簡単である。
　３、本発明の凝集容器を洗浄した水がろ過容器を経過することによって、事前にろ過容
器を予備洗浄することもできる。後にきれいな水を取水して２次洗浄し、洗浄効果はより
良好である。
　４、本発明は、凝集した凝集物を排出する過程を最後の回のすすぎと同時に行い、時間
を節約する。すすぎ水を利用して凝集容器を洗い流し、水資源を相対的に節約する。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】図１は、本発明の前記洗濯機の概要図である。
【図２】図２は、本発明の前記凝集容器およびろ過容器を組み立てた構造概要図である。
【図３】図３は、本発明の前記ろ過容器の概要図である。
【図４】図４は、図３のＡ－Ａ方向の断面概要図である。
【図５】図５は、図３のＢ－Ｂ方向の断面概要図である。
【図６】図６は、本発明の前記凝集容器の概要図である。
【図７】図７は、本発明の前記撹拌機構および洗浄機構の構造概要図である。
【図８】図８は、本発明の洗濯機の制御方法におけるフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下に、図を組み合わせて、本発明の具体的実施方式についてさらに詳細に記載する。
【００３７】
　図１および図２に示すように、本発明の前記洗濯機は、パルセータ式洗濯機およびドラ
ム式洗濯機を含むが、これに限定されない。洗濯機は普通の洗濯機の各部分を備える必要
があり、主取水バルブ１、洗濯用の洗濯槽２、洗濯を制御する制御盤、駆動装置、洗剤自
動投入装置、および排水バルブ３を含む。本発明はこれを基に改良を行い、凝集剤を利用
して洗濯水を凝集処理する凝集容器４と、凝集処理水をろ過するろ過容器５と、洗濯槽２
、凝集容器４、ろ過容器５を接続する管路と、処理水を再び洗濯槽２内に排出する排水ポ
ンプ６とを増加した。凝集容器４は、水流を撹拌して凝集剤の溶解を速める撹拌機構７を
有し、凝集容器の内壁を洗い流して洗浄する洗浄機構８をさらに有する。ろ過容器５内に
、回転可能なろ過機構９と、取水水流を利用してろ過機構を噴射洗浄するろ過自動洗浄機
構１０とが設けられる。前記ろ過容器５に、洗濯槽２と通じるろ過出水口５１と、洗浄水
を排出する放出口５２とが設けられる（図３を参照）。凝集容器４はろ過容器５と通じ、
凝集容器４を洗浄した洗浄水はろ過容器５に排出され、その後、ろ過容器の放出口５２か
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ら排出される。
【００３８】
　図２に示すように、前記凝集容器４に凝集取水口４１および凝集出水口４２が設けられ
、凝集取水口４１は洗濯機の洗濯槽２と排水管路を介して通じ、この間に排水バルブ３が
設けられる。ろ過容器５に、凝集出水口４２と通じるろ過取水口５３がさらに設けられる
。ろ過容器の放出口５２に放出バルブ１１が設けられ、凝集出水口４２とろ過取水口５３
との間に連通バルブ１２が設けられる。本発明の洗濯機に、凝集剤定量投入装置１３およ
び投入洗浄バルブ１４（図１を参照）がさらに設けられ、投入洗浄バルブ１４から取水さ
れ、凝集剤定量投入装置１３から投入される定量の凝集剤を凝集容器４に流入させる。
【００３９】
　図８に示すように、本発明の洗濯機は、洗濯終了後、排水バルブ３を制御して洗濯水を
凝集容器４に導入し、その後、凝集剤定量投入装置１３から定量Ｍ１の凝集剤が投入され
る。各回の凝集剤の投入量Ｍ１は、洗濯機の制御盤が洗剤投入量および洗濯水量により算
出する。投入洗浄バルブ１４を一定時間ｔ１開くと、取水して凝集剤が凝集容器４に流入
する。ｔ１は凝集剤の投入量と関係する。その後、撹拌機構７が設定時間ｔ２（ｔ２は固
定値）撹拌する。凝集過程の終了後、設定時間ｔ３静置することにより、凝集後の凝集物
が浮く。ｔ３は凝集物の分離効果に基づいて決定し、固定値でよいが、濁度の測定結果に
基づいて決定することもできる。その後、凝集容器底部とろ過容器５との間の連通バルブ
１２が開き、凝集容器４内の下層の凝集物が比較的少ないきれいな水がろ過容器５に排出
される。ろ過機構９が凝集後の水をろ過し、ろ過後、排水ポンプ６により洗濯機の洗濯槽
２に戻される。ろ過の速度は排水ポンプが吸引する速度より遅くなることがあるため、排
水ポンプ６は実際の状況に基づいて断続的に動作することができる。
【００４０】
　ろ過後の水を洗濯機の洗濯槽２に排出した後、連通バルブ１２を閉じ、排水ポンプ６を
停止する。洗濯機が洗濯槽内の水位を測定し、給水後にすすぎを行う。すすぎ後に凝集処
理プログラムを繰り返し実行し、凝集剤の投入量はすすぎ回数に基づいてＭ２、Ｍ３、Ｍ
４…と変化する。最後の回のすすぎ時は、凝集処理を行わず、洗浄プログラムに変更する
。洗浄プログラムは３つの部分に分けられる。（１）放出：最後の回のすすぎを開始する
とき、連通バルブ１２および放出バルブ１１が同時に開き、撹拌モータが回転し、時間ｔ
４続ける。ｔ４は、凝集容器４内に残留する水量および排水速度に基づいて算出するか、
または凝集容器４内に水位センサを取り付け、水の排出の終了を検出すると、停止する。
（２）凝集容器４の洗浄：排水バルブ３が動作し始めると、撹拌機構７が同時に動作し、
連通バルブ１２および放出バルブ１１は同時に開く。排水が終了すると、連通バルブ１２
が閉じ、放出バルブ１１は開いた状態を保持する。（３）ろ過容器５の洗浄：主取水バル
ブ１が開き、時間ｔ５続ける。洗浄終了後５Ｓ、ろ過容器５内の水をきれいに排出し、そ
の後、放出バルブ１１を閉じる。洗浄過程がすべて終了すると、洗濯機のプログラムが全
て終了する。
【実施例】
【００４１】
　実施例１
　本発明に記載する洗濯機の水循環処理の制御方法は、次の通りである。水循環処理は、
洗濯機の洗濯水を凝集処理した後、循環して再び使用する。洗剤投入量、洗濯取水量、お
よび各回の凝集処理の水量に基づいて、当該回の水の凝集処理で必要な凝集剤投入量を計
算する。
【００４２】
　このうち、洗濯機は衣類投入量に基づいて、対応する洗濯取水量を選択する。該洗濯取
水量は、水位測定装置により取水水位を測定して算出するか、または取水流量計および取
水時間により算出することができる。衣類投入量および衣類の汚れの程度に基づいて、洗
剤投入量を算出する。衣類の汚れの程度は一般にユーザが確定して選択する。衣類の汚れ
の程度に対応して、洗濯機には弱、中、強の３つのレベルが設けられるが、３つのレベル
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に限定されない。または、洗濯機は衣類の汚れの程度を自動測定する機能を備える。これ
は既存技術である。
【００４３】
　具体的に、洗濯終了後、水を凝集容器に排出して凝集処理する。凝集処理する水量を測
定してＬ１とし、洗剤投入量をＭとし、洗濯取水量をＬとする。洗濯水を凝集処理すると
き、凝集剤の投入量は洗剤の量に基づいて確定される。すなわち処理水中の洗剤含量がＭ
のとき、凝集剤投入量はａＭである。本発明は、洗濯水を凝集容器内に移して凝集処理す
るものであり、したがって水量は変化する。凝集容器内の水量に基づいて計算すると、凝
集剤投入量はＮ１＝ａＭＬ１／Ｌ（式中、ａは定数であり、洗剤および凝集剤のタイプと
関係する）である。凝集が終了すると、処理後の水を再び洗濯槽に導入してすすぎを行う
。
【００４４】
　１回目のすすぎが終了すると、水を凝集容器に排出して２回目の凝集処理を行う。洗濯
液の濃度が低くなるため、凝集剤投入量は２回目の凝集処理の水量に基づいて調整する必
要がある。２回目の凝集処理の水量を測定してＬ２とすると、当該回の水の凝集処理で必
要な凝集剤投入量はＮ２＝［ａＭ（Ｌ－Ｌ１）／Ｌ］＋ｂＬ２（式中、ｂは定数であり、
洗剤および凝集剤のタイプと関係する）である。凝集が終了すると、処理後の水を再び洗
濯槽に導入して２回目のすすぎを行う。
【００４５】
　２回目のすすぎが終了すると、水を凝集容器に排出して３回目の凝集処理を行う。（Ｎ
１＋Ｎ２）／ａＭの値を計算し、設定値ｔと比較する。（Ｎ１＋Ｎ２）／ａＭがｔより大
きい場合、一定の凝集剤量Ｎ３＝Ｎｍｉｎを投入し、そうでない場合、一定の凝集剤量Ｎ
３＝Ｎｍａｘを投入する。Ｎｍａｘ＞Ｎｍｉｎ、ＮｍａｘおよびＮｍｉｎは設定値である
。
【００４６】
　一般的に、洗濯機の衣類の洗濯は、２回すすぐことが習慣となっている。すすぎを数回
行う必要がある場合、ｉ（ｉ≧３）回目の凝集処理のとき、以下の値を計算する。設定値
ｔと比較して、ｔより大きい場合、一定の凝集剤量Ｎｉ＝Ｎｍｉｎを投入し、そうでない
場合、一定の凝集剤量Ｎｉ＝Ｎｍａｘを投入する。
【００４７】
【数１】

【００４８】
　実施例２
　図６および図７に示すように、本実施例の前記撹拌機構７は、凝集容器４の外部に取り
付けられる撹拌モータ７１と、凝集容器４の内部に延伸する撹拌軸７２と、撹拌軸７２に
取り付けられる撹拌インペラ７３とを含む。前記洗浄機構８は、取水を凝集容器４の内壁
方向に放つ放水インペラ８１を含み、放水インペラ８１は撹拌軸７２に同軸に取り付けら
れる。凝集容器４内に、取水を凝集容器の取水口４１から放水インペラ８１上に誘導する
水誘導溝４３が設けられる。該水誘導溝構造は不可欠ではない。例えば、取水口４１を放
水インペラ８１の上方に設けると、取水は直接放水インペラに到る。
【００４９】
　撹拌インペラ７３は撹拌軸７２の底端に取り付けられ、放水インペラ８１は撹拌軸７２
の撹拌モータ７１に近い位置に取り付けられる。取水して凝集容器４を洗浄するとき、撹
拌モータ７１は高速で放水インペラ８１を回転させる。放水インペラの回転遠心力の作用
により、取水を一定速度で凝集容器の内周壁に放ち、洗浄する。放水範囲を拡大するため
、撹拌モータを制御して様々な回転速度で動作させる。このようにして、放水は凝集容器
の内周壁の様々な高さに落ちる。
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　実施例３
　図４および図５に示すように、本実施例の前記ろ過機構９は、ろ過タンク９１と、ろ過
タンクに設けられるろ過ネット９２とを含む。ろ過タンク９１の両端はろ過容器５の旋回
軸と接続され、その一端はろ過出水口５１と通じる回転出水コネクタ９３であり、もう一
端は軸が密封される。前記ろ過機構９の回転軸の方向Ｌおよび水平面Ｒは傾斜夾角α（０
≦α≦３０°）を有する。ろ過機構を傾斜して、または横向きに設置することにより、ろ
過面積を大きくし、ろ過速度を速めることができるだけでなく、ろ過ネットの洗浄に有利
である。
【００５１】
　本実施例のろ過水流の経路は、凝集容器４で凝集された後の処理水がろ過取水口５３か
らろ過容器５内に進入し、ろ過ネット９２でろ過された後、ろ過タンク９１内に進入する
。さらに端部の回転出水コネクタ９３からろ過出水口５１を経過して、洗濯機の洗濯槽２
内に排出される。
【００５２】
　実施例４
　図３から図５に示すように、本実施例の前記ろ過自動洗浄機構１０は噴射ヘッド１０１
を含み、噴射ヘッド１０１はろ過容器５上に取り付けられ、噴水方向がろ過機構９の表面
に作用し、ろ過機構９を回転させる。さらに取水水流を利用して、ろ過ネット９２を噴射
洗浄することができる。噴射ヘッド１０１の噴水方向は、ろ過タンク９１の接線に近い方
向である。ろ過機構は水平面から小さい角度で傾斜して設置されるため、噴水の圧力およ
び重力がろ過タンク表面に作用し、ろ過機構を回転させる衝撃力が大きくなる。
【００５３】
　さらに、前記ろ過自動洗浄機構１０は、ろ過タンク９１の表面に設けられるブレード９
４をさらに含む（図５を参照）。ブレード９４を噴射ヘッド１０１の噴水方向に対応して
設けることにより、水流がろ過機構９を回転させる動力が伝達される。
【００５４】
　本発明は、モータを使用してろ過タンクを回転させることもできる。さらに、モータを
使用して動かし、噴射を同時に行う方式により、遠心力および水流の衝撃力でろ過タンク
のろ過ネットを洗浄することもできる。
【００５５】
　上記実施例の実施案はさらに組合せまたは置換を行うことができ、また実施例は本発明
の好ましい実施例について記載したに過ぎず、本発明の構想および範囲を限定しない。本
発明の設計の発想を逸脱しない前提の下、当業者が本発明の技術案に対して行う各種の変
更および改良は、いずれも本発明の保護範囲に属する。
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